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・ー食料安全保障を統合した総合的なアプローチが求められ，その一つが Water - Energy 





のための 2030 アジェンダ」が採択され，より具体的で包括的な 17 の持続可能な開発目
標（Sustainable Development Goals, SDGs）が示されたが，それぞれの開発目標が相互
に連環している点は WEF-Nexus と共通している。 
本研究の目的を端的に示せば， SDGs 実現に向けて WEF-Nexus アプローチを地域レ
ベルで実装化する点にある。そのための研究課題として，第１に SDGs と WEF-Nexus


















 （続紙 ２ ） 
（論文審査の結果の要旨） 
2000 年の国連ミレニアム・サミットでは 21 世紀の国際社会の目標として，より安
全で豊かな世界づくりへの協力を約束する「国連ミレニアム宣言」が採択され，持続可
能な発展のためのミレニアム開発目標（MDGs）が国際社会の中で共有されてきた。そ
して MDGs で積み残された目標を達成するために，2030 年を目標年次とする後継の
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